
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 高崎商科大学短期大学部 
設置者名 学校法人 高崎商科大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

現代ビジネス学

科 

夜 ・

通信 

16 

0 

66 82 7  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ  

http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/syugakusieninfo/dept_list_jitsumukakamoku.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 高崎商科大学短期大学部 
設置者名 学校法人 高崎商科大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
事業報告書５ページ参照 http://www.tuc.ac.jp/houjin/pdf/30finacial/30jigyouhoukoku.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 建設会社役員 
2018.1.13～ 

2021.1.12 

法人運営体制の 

チェック機能 

非常勤 元公務員 
2018.1.13～ 

2021.1.12 
法人運営体制の 

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 高崎商科大学短期大学部 

設置者名 学校法人 高崎商科大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

開講する全ての授業科目についてシラバスを作成し、学内ポータルサイト及びホー

ムページによって周知を行っている。シラバスには授業概要（授業のねらい）、各回の

授業内容を記載した授業計画、授業を通して身に付けることができる能力（DP）、成績

評価の方法と基準等について記載されている。シラバス作成にあたっては、学内ガイ

ドラインに基づき、統一ルールが徹底されている。 

シラバスは 11月下旬から 1月上旬にかけて作成し、1月から 2月にかけて学内組織

によるチェック作業が行われる。チェック作業によって指摘された事項等の修正を行

った後、3月に学務システムへの移行作業を行い、4月に公表している。 

 

授業計画書の公表方法 

学内ポータルサイト及びホームページ 

http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/2019daigaku/c-

index.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の学修成果の評価については、シラバスに記載された通りに実施されてい

る。シラバスには、成績評価の方法とその基準を記載する項目があり、必ずどういっ

た方法での評価がどのくらいの割合を占めるのかを記載することとしている。授業科

目ごとに設定した到達目標への到達度を測るため、適切な方法による評価を行ってお

り、単位認定を行っている。 

学修成果の評価は教員の主観によるものではなく、定期試験やレポート課題、小テ

ストなどの授業内課題、プレゼンテーション等により総合的に行われており、シラバ

スによって学生にあらかじめ示している。学修意欲の把握については、リフレクショ

ンシートの活用や、グループ活動への参画、グループディスカッション等により測り、

評価に反映している。また、授業アンケートによる学習意欲の把握も併せて行ってい

る。 

2 年次におけるゼミについては、卒業論文を課しており、その内容により評価を行

っている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、成績評価における客観的な指標として、ＧＰＡ制度を導入している。履

修した授業科目ごとの成績評価を以下の表のとおりＧＰに換算し、履修したそれぞれ

の授業科目の単位数を掛けて合計した数値を全履修単位数で割ってＧＰＡを算出。 

 

学生の主体的に学ぼうとする学修意欲の向上が図られ、より良い成績が修められる

よう努力する指標に繋がる方策として、上記の方法により算出した「ＧＰＡ分布表」

を公開している。なお、公表は本学のホームページ・学生専用Ｗｅｂポータルサイト

にて実施し、ＧＰＡの分布だけでなく、ＧＰＡの平均値、並びに４分の１以下となる

ＧＰＡの値を学生に示している。 

評価基準 90～100点 80～89 点 70～79 点 60～69 点 
59点以下及び 
評価不能 

成績評価 Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ・Ｋ 

ＧＰ ４ ３ ２ １ ０ 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ 

http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/syugakusieninfo/d

ept_seisekibunpu.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学は「自主・自立」の建学の精神のもと、「実学教育」「人間教育」「地域社会への

貢献」を教育理念に、卒業認定に関する基本的な方針となる次の能力を身に付けた学

生に対し、短期大学士の学位を授与する。 

 

１．実践力を身に付け、組織において協働できる能力を身に付けている 

２．豊富な社会経験を持ち、自ら地域と関わることができる能力を身に付けている 

３．基礎的知識を身に付けており、学んだことを発信できる能力を身に付けている 

 

上記の卒業認定に関する基本的な方針である能力を身に付け、２年以上在学し、学

則に定める授業科目及び単位数（６２単位以上）を取得した者に、教授会の議を経て、

学長が卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページ  

http://www.tuc.ac.jp/uv/kengaku.html 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 高崎商科大学短期大学部 

設置者名 学校法人 高崎商科大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.tuc.ac.jp/houjin/pdf/30finacial/30taishaku.pdf 

収支計算書又は損益計算書 http://www.tuc.ac.jp/houjin/pdf/30finacial/30syushi.pdf 

財産目録 http://www.tuc.ac.jp/houjin/pdf/30finacial/30zaisan.pdf 
事業報告書 http://www.tuc.ac.jp/houjin/pdf/30finacial/30jigyouhoukoku.pdf 

監事による監査報告（書） http://www.tuc.ac.jp/houjin/pdf/30finacial/30kansa.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/jikotenken/30tandaihoukokusho.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/hyoka/hyokatanndai.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 現代ビジネス学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/mokuteki.pdf） 

（概要） 

（短大の目的） 

高崎商科大学短期大学部は教育基本法及び学校教育法に則り、高等学校教育の基礎のう

えに、広く深い教養を培い、専門的高等教育を施し、もって文化の創造と社会福祉に貢献

しうる有為な人材を育成することを目的とする。 

 

（現代ビジネス学科の目的） 

現代ビジネス学科は、教養教育と専門的基礎教育の教授研究により、実践的ビジネス実

務能力を養い、知識基盤社会を支える素養のある人材を養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/kengaku.html） 

（概要） 

高崎商科大学短期大学部は「自主・自立」の建学の精神のもと、「実学教育」「人間

教育」「地域社会への貢献」を教育理念に、卒業認定に関する基本的な方針となる次の

能力を身に付けた学生に対し、短期大学士の学位を授与する。 

 

１．実践力を身に付け、組織において協働できる能力を身に付けている 

２．豊富な社会経験を持ち、自ら地域と関わることができる能力を身に付けている 

３．基礎的知識を身に付けており、学んだことを発信できる能力を身に付けている 

 

上記の卒業認定に関する基本的な方針である能力を身に付け、２年以上在学し、学

則に定める授業科目及び単位数（６２単位以上）を取得した者に、教授会の議を経て、

学長が卒業を認定している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/kengaku.html） 

（概要） 

高崎商科大学短期大学部は、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を身に付けさせるため、

以下の方針に基づき教育課程の編成および教育の実施を行う。 

 

１．地域のニーズに沿った分野や業界における実践力を修得させるため、学科に「ホテル・

ブライダル・ビューティーコース」、「医療事務・ドクタークラークコース」、「会計・

ビジネスコース」、「観光・グローバルコース」を置き、専門科目を配置する。 

 

２．組織で協働できる能力を修得させるため、基礎科目に「ビジネススキル」「教養」「マ

ナー・ホスピタリティ」「コミュニケーション」に関する科目を置く。  

 

３．豊富な社会経験を持たせるため、基礎科目にインターンシップやボランティア等を含

むアウトキャンパススタディ（OCS）を選択必修科目として配置する。 

 

４．地域を理解させ、自ら地域に関わる能力を修得させるため、基礎科目に「地域」に関

連する科目を置く。  

 

５．学んだ内容を発信する能力を修得させるため、グループワーク、グループディスカッ

ション、プレゼンテーション等のアクティブラーニングを盛り込んだ科目を全体に配置



  

する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/kengaku.html） 

（概要） 

 高崎商科大学短期大学部は、本学の「人材育成の方針」に立脚し、実践力と素養を持っ

た職業人を育成していく。 本学部への志望者には、基礎的・基本的な知識や技能を求め、

特に、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」などを基礎とした国語科の学習内

容を重視する。 この学力に加えて、短大の学びに不可欠である、上記の知識や技能を活用

して、自ら課題を発見し、解決に向けて探求し、主体性を持って多様な人々と協働して学

ぶ態度を求める。 また、ビジネスやコミュニケーションなどに関する資格の取得、学内外

でのビジネスや地域に関する幅広い活動は望ましいと考え、関連する競技会などへの参加

や高度な資格の取得は評価する。また例えば、以下のような問題意識や志向性を持ってい

る志望者を歓迎する。  

 

１． マナーとホスピタリティを持って内外の人と接する仕事を通して、地域の豊かさを創 

造する人 

 

２．地域社会や企業組織の中で多様な人と協働し、深いコミュニケーションを通して問題

解決に貢献できる人 

 

３．地域で学び、地域の仕事を通して、地域の価値を外部に発信できる人 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページ 

http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/sosikizu.pdf 

http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/kyouinsuudai.pdf 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

現代ビジネス学科 － 4人 3人 3人 人 人 10人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

2人 10人 12人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：ホームページ  http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/kyouin/tangyouseki.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

現代ビジネス 

学科 120人 105人 87.5％ 240人 180人 75％ 人 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 120人 105人 87.5％ 240人 180人 75％ 人 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

現代ビジネス 

学科 

78人 

（100％） 

1人 

（ 1.3％） 

71人 

（ 91％） 

6人 

（ 7.7％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
78人 

（100％） 

1人 

（ 1.3％） 

71人 

（ 91％） 

6人 

（ 7.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目はディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づいて設定されてお

り、授業内容についても同様である。開講する全ての授業科目についてはシラバスが作成

されており、授業概要（授業のねらい）、各回の授業内容を記載した授業計画、授業を通

して身に付けることができる能力（DP）、成績評価の方法と基準等について定められてい

る。 

シラバスは 11 月下旬から 1 月上旬にかけて作成され、1 月から 2 月にかけて学内組織

によるチェック作業が行われる。チェック作業によって指摘された事項等の修正を行った

後、3月に学務システムへの移行作業を行い、4月に公表している。 

 

授業内容については、計 15 回の内容が明確にされており、年間の授業計画もシラバス

として学生に対して公表されている。大学全体としての年間授業計画については、年度初

めに学年暦を配付しており、履修ガイダンスにおいても周知を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

授業科目の学修成果の評価については、シラバスに記載された通りに実施されている。

シラバスには、成績評価の方法とその基準を記載する項目があり、必ずどういった方法で

の評価がどのくらいの割合を占めるのかを記載することとしている。授業科目ごとに設定

した到達目標への到達度を測るため、適切な方法による評価を行っており、単位認定を行

っている。 

学修成果の評価は教員の主観によるものではなく、定期試験やレポート課題、小テスト

などの授業内課題、プレゼンテーション等により総合的に行われており、シラバスによっ

て学生にあらかじめ示している。学修意欲の把握については、リフレクションシートの活

用や、グループ活動への参画、グループディスカッション等により測り、評価に反映して

いる。また、授業アンケートによる学習意欲の把握も併せて行っている。 

2年次におけるゼミについては、卒業論文を課しており、その内容により評価を行って

いる。 

 

修了については、教務委員会及び教授会にてディプロマ・ポリシーに基づき内容の確認

を行い、学長が許可を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

現代ビジ

ネス学科 
62単位 有・無 年間 42単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任

意記載事項） 

公表方法：ホームページ 

http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/syugakusieninfo/dept_seisekibunpu.pdf 

学生の学修状況に係

る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure/kouchi,kousya.pdf 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

現代ビジ

ネス学科 
618,000円 250,000円 300,000円 その他 300,000円は施設整備費 

 円 円 円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生生活・学習支援センターを設置し、主に①学習支援・スタディーズスキル育成、②学

生相談・自己発見・自己実現支援、③資格取得・キャリア形成のための支援をおこなってい

る。当該センターでは毎日担当教員が順番に常駐して、学生の学生生活の中で発生する問題

や悩み、学修に関する質問や相談に応じている。また当該センターのみならず、事務局窓口

においても随時学生の相談に乗るなど、相談窓口機能を果たしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

  正課科目としては、「社会人基礎力演習」、｢キャリアデザイン I｣、｢キャリアデザイン

II｣、「長期インターンシップ」、「短期インターンシップ」、「認定インターンシップ

I」、「認定インターンシップ II」、「認定 OCS（課外活動）」を配置している。また、就職

に不可欠とされるコミュニケーション能力を向上させる目的で、「コミュニケーション演

習」及び「マナーとホスピタリティ」も配置している。加えて、２年次生には「就職状況活

動報告書」の記入を毎週求め、コース担当教員及びキャリアサポート室職員が内容確認し就

職状況を共有している。学生一人ひとりの就職状況を教員と職員の双方で把握している取り

組みであり、必要に応じて随時個別指導を行える環境を整えている。さらに、月 1 回の学科

ミーティングを通じ、各コースの就職状況の情報共有を図り、教員全体で出遅れている学生

の把握を行っている。 

 一方で正課外における支援としては、主に就職委員会及びキャリアサポート室が担当する

各種就職ガイダンスを実施している。これは就職活動全体に係る網羅型の複数回連続ガイダ

ンスである「就職活動支援講座」を中心とし、その他にスポット型の各種講座を開催してい

る。これによりキャリアや職業といった教育的な側面と自己分析や履歴書の書き方から面接

対策といった具体的な就職対策までを支援し、学生の進路選択に資するよう取り組んでい

る。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

精神的問題を抱える学生に対する支援機関として学生生活支援室を設置している。当該支

援室では、臨床心理士が月に 3 日間相談を受け付けており、守秘義務に十分配慮しながらメ

ンタル面でのサポートを行っている。また保健師の資格を保有する常勤職員を配置し、体調

を崩した学生の対応や健康に関する相談にも対応できるよう配慮している。 

 

 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：ホームページ http://www.tuc.ac.jp/uv/disclosure.html 

 

 


